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今週のキーワード

量子PC実用化加速
PQC移行とハードウェア進化が加速

22
件

記事総数

7
カ国

対象国

1000
倍

信頼性向上

2.9億
ドル

米量子投資

今週の全22記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
SpinQ、創薬量子PC加
速

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

中国SpinQが超伝導量子PCで創薬の分子シミュレーシ
ョン加速を提示、ハイブリッドワークフローで実用化
へ。

#02
IBM/シカゴ大、量子優
位性検証

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

IBMとシカゴ大が古典PCで不可能な計算を量子PCで1
5分で実行し、結果の検証も実証。量子優位性の信頼
性を高める成果。

#03
米NSF、量子研に2.9
億ドル投資

政府投資
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

米国NSFが8つの大学主導量子研究所に2.9億ドルを投
資、量子コンピューティング、センシング、通信の研
究と人材育成を加速。

#04
Quantinuum、98量子
ビットHelios

新製品
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Quantinuumが98量子ビットのトラップドイオン型量
子PC「Helios」を発表。QCCDアーキテクチャで大規
模化へ一歩。

#05
ブリストル大、動的量
子NW

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

ブリストル大学がマルチユーザー向け動的エンタング
ルメント量子ネットワークを構築、都市規模の光ファ
イバーで6ユーザー接続を実証。

#07
ストラスクライド大、
量子メモリ

応用研究
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

ストラスクライド大学主導チームがEU資金200万ユー
ロで長距離量子ネットワーク向け冷原子量子メモリを
開発、量子リピーターの実現へ。

#08
QPU137、量子優位性
の実態

解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

QPU137が量子優位性の現状を分析、古典PCを超えた
のはベンチマークタスクに限定され、実用的な価値は
まだ限定的と指摘。

#09
BNL/ストーニーブルッ
ク、無線量子NW

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

ブルックヘブン国立研究所らが161マイルの量子ネッ
トワークにワイヤレスリンクを追加し、無線量子ネッ
トワークを実証。

#10
Entrust、PQC移行ガ
イド

解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

Entrustが耐量子暗号（PQC）への移行ガイドを発表
。NISTの2030年廃止期限を挙げ、ハーベストナウ・
ディクリプトレイター脅威への緊急対応を促す。

#11
量子機械学習の第一人
者

解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

量子機械学習のアンティ・V・セッパラ氏が創薬・金
融・エネルギー分野でのAIと量子の融合を推進、エラ
ー軽減アルゴリズムの重要性を強調。

#12
サウジ企業、PQC移行
提言

市場危機
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

サウジアラビア企業が量子サイバー攻撃に備え耐量子
暗号（PQC）への移行を緊急提言。NIST標準への準
拠とハーベストナウ・ディクリプトレイターリスクを
強調。

#13
日加、量子半導体材料
開発

企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

カナダと日本が量子パートナーシップを拡大、Xanad
uと三菱ケミカルが量子シミュレーションでEUVリソ
グラフィー向け半導体材料開発を加速。



量子コンピュータ Weekly Intelligence Report | 2026-08-29 | Page 2

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#14
MS、Majorana
2量子チップ

新製品
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○

マイクロソフトがMajorana 2量子チップを発表、ト
ポロジカル量子ビットの信頼性を1000倍向上させ、2
029年までにスケーラブルな量子PC実現を目指す。

#15
米NSF、自己修正型量
子PC

政府投資
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

米NSFがイェール・UCサンディエゴ主導の新センター
「PRACTIQAL」に3,750万ドル助成、自己修正型量
子PC開発でエラー修正課題解決へ。

#16
スウェーデン、PQC義
務化

政府戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

スウェーデン政府が2036年までの国家量子戦略を承
認、2030年までに公共機関・重要インフラに耐量子
暗号（PQC）への移行を義務付け。

#17
中国「原子矩�」資金
調達

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

中国「原子矩�」が数億元A+輪資金調達を完了、大
規模中性原子量子PCのハードウェア開発、クラウドプ
ラットフォーム、人材育成を加速。

#18
Pasqal、チップからの
光で原子捕捉

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

フランスPasqalが単一チップからの光で原子を捕捉す
る量子コンピューティング技術を世界初実証、中性原
子量子PCのスケーラビリティを大幅向上。

#19
韓国、PQCカンファレ
ンス

市場概観
●○○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

2026年秋の韓国量子技術カンファレンスが脱量子暗
号（PQC）移行ロードマップと標準化に焦点、政策的
・運用的な準備の重要性を強調。

#20
韓国、量子PCで触媒最
適化

応用研究
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

韓国科学技術情報通信部が「Quantum Reframing
Challenge 2026」で化学触媒最適化など産業課題へ
の量子PC適用を実証。

#21 PasqalがNasdaq上場 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

フランスの量子企業PasqalがNasdaq上場し3.6億ドル
調達、株価60%急騰。中性原子量子PCの生産拡大と
フォールトトレラント研究を加速。

#22
サムスン、量子PCファ
ンド

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

サムスンアクティブ資産運用が「KoActグローバル量
子コンピューティングアクティブ」ファンドを設定、
グローバル量子リーダー企業に投資。

#23
理研Q-Portal、JASIS2
026

企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●

理化学研究所Q-Portalが「JASIS2026」で量子コンピ
ューターが拓く次世代産業の可能性を展示、日本の量
子技術開発をアピール。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 耐量子暗号（PQC）への移行は、貴社のサプライチェーンにとって喫緊の課題か？
NISTが2030年までの既存暗号廃止を推奨し、スウェーデン政府は公共機関にPQC移行を義務化。長期機密データは「ハ
ーベストナウ・ディクリプトレイター」の脅威に直面しており、今すぐ移行計画に着手しなければ、将来的にセキュリテ
ィリスクと規制不遵守のリスクを抱える可能性があります。

❷ 量子コンピューティングのハードウェア進化は、自社の研究開発戦略を再定義するか？
マイクロソフトのMajorana 2チップやPasqalのチップベース原子捕捉技術など、フォールトトレラント量子コンピュータ
ー実現に向けたブレークスルーが相次いでいます。これらの技術が数年以内に実用化されれば、材料設計や創薬シミュレ
ーションの前提が根本的に変わる可能性があります。

❸ 日本の量子技術戦略は、グローバル競争で優位性を確立できる具体性を持っているか？
カナダとの半導体材料開発連携や理研の展示活動など、日本も着実に歩みを進めています。しかし、米国や中国の大規模
投資、欧州企業のNasdaq上場といった海外のダイナミックな動きに対し、日本の産業界が量子技術をいかに自社の競争
力に直結させるか、具体的なロードマップと実行力が問われています。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

PQC移行MS量子PC

量子優位性Pasqal原子 日加半導体

量子NW

量子現状

量子投資

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● PQC移行 注意 新規セキュリティ市場 既存システム陳腐化

● MS量子PC 注意 革新的な量子PC 技術競争激化

● 量子優位性 注意 量子PCの信頼性 古典PCの限界

● Pasqal原子 機会大 新しい量子PC方式 —

● 日加半導体 機会大 材料開発加速 —

● 量子NW 機会大 量子通信インフラ —

● 量子現状 参考 — 過度な期待
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● 量子投資 参考 資金流入 —
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深掘り ① ― マイクロソフト、信頼性1000倍のMajorana 2チップで量子PC実用化へ
#14 | 2026/08/24 | Onclick Innovations | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●○○

マイクロソフトはMajorana 2量子チップを発表し、トポロジカル量子ビットの信頼性を前世代比で約1000倍向上させ
たと主張しています。この技術は、量子情報を材料全体に分散させることでノイズ耐性を高め、エラー訂正のオーバー
ヘッドを大幅に削減する可能性を秘めています。同社は2029年までにスケーラブルな量子コンピューターの実現を目
指すという野心的なロードマップを提示しており、フォールトトレラント量子コンピューティングの実現に向けた大き
な一歩となります。

Majoranaフェルミオンを利用したトポロジカル量子ビットは、他の量子ビット方式とは異なり、ハードウェアレベル
でのエラー耐性を目指す点で注目されます。鉛ベースの超伝導体を使用し、量子ビットの安定性を確保。この信頼性向
上は、創薬、材料科学、最適化、暗号化といった幅広い分野での量子コンピューティングの実用化を加速させる可能性
があります。

▶ 技術者の視点

マイクロソフトの「信頼性1000倍向上」という数値は非常にインパクトがありますが、具体的なコヒー
レンス時間やエラー率の改善度合い、およびそれが論理量子ビット構築にどれだけ寄与するかは、今後
の詳細な検証が必要です。トポロジカル量子ビットは理論的に有望ですが、その実現には極めて精密な
材料制御と物理的条件が求められます。2029年という目標は非常に挑戦的であり、未解決課題として、
大規模集積化における量子ビット間の相互作用制御や、極低温環境下での安定稼働の持続性が挙げられ
ます。日本企業にとっては、この技術が成功した場合、材料メーカーは新たな超伝導材料開発の機会を
、半導体メーカーは次世代量子チップ製造技術への投資の脅威に直面します。R&D;部門は、この種のブ
レークスルーが自社の計算科学戦略に与える影響を評価し、量子アルゴリズム開発への投資を加速すべ
きです。

深掘り ② ― 耐量子暗号（PQC）への移行は待ったなし：2030年期限の緊急性
#10 | 2026/08/20 | Entrust Blog | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

Entrustは、耐量子暗号（PQC）への移行に関する包括的なガイドを発表し、NISTが現在の公開鍵暗号（RSAおよびEC
C）の廃止期限を2030年、使用禁止期限を2035年と定めていることから、企業に緊急の対応を促しています。特に、
量子コンピューターが実用化される前に、攻撃者が現在の暗号化されたデータを収集し、将来的に解読する「ハーベス
トナウ・ディクリプトレイター」の脅威を強調しています。

ガイドでは、組織が完全な暗号インベントリの作成、リスク評価、および長期にわたる機密データの鍵確立プロトコル
の移行を優先すべきだと提言。PQC移行は一度で終わるものではなく、将来の暗号技術の進化に柔軟に対応できるよう
「暗号アジリティ」をシステムに組み込むことの重要性も強調されており、金融、医療、政府機関など、長期にわたっ
て機密データを保護する必要がある組織にとって喫緊の課題です。
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▶ 技術者の視点

NISTのPQC標準化は最終段階にあり、2030年という期限は現実的な脅威として受け止めるべきです。
特に「ハーベストナウ・ディクリプトレイター」は、今すぐPQCに移行しなければ、将来的に過去の機
密データが解読されるリスクがあることを意味します。この脅威は、日本の金融機関、政府機関、防衛
関連企業にとって極めて深刻です。未解決課題として、既存のITインフラへのPQCの統合コストと複雑
性、そしてPQCアルゴリズムの性能評価と標準化の動向への継続的な追従が挙げられます。日本企業に
とっての【機会】は、PQC関連のセキュリティソリューションやコンサルティングサービスの提供、お
よび自社のサプライチェーン全体のセキュリティレベル向上です。【脅威】は、PQC移行の遅れによる
データ漏洩リスクと国際競争力の低下です。調達部門は、サプライヤーのPQC対応状況を確認し、R&D
;部門はPQC実装技術の評価を急ぐべきです。
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深掘り ③ ― 日本とカナダが量子パートナーシップ拡大：半導体材料開発を加速
#13 | 2026/08/26 | ChemAnalyst | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

カナダと日本は、量子コンピューティング研究に共同で資金提供し、半導体製造、特に極端紫外線（EUV）リソグラフ
ィーとフォトレジスト材料開発の強化を目指しています。Xanadu Quantum Technologiesと三菱ケミカルは、量子コ
ンピューティングと材料科学を活用するために協業を拡大。Xanaduの量子シミュレーションを三菱ケミカルのモデリ
ングシステムと統合し、リソグラフィーのボケを低減し、優れたフォトレジスト材料を特定するための生産対応ワーク
フローを開発することを目的としています。

このパートナーシップは、半導体業界の材料発見に新たなモデルを確立する可能性を秘めています。EUVリソグラフィ
ーは微細な半導体回路製造に不可欠ですが、その性能はフォトレジスト材料に大きく依存します。量子コンピューティ
ングは、これらの材料の量子特性をより正確にシミュレートすることで、解像度向上と材料開発の加速に貢献すると期
待されています。

▶ 技術者の視点

三菱ケミカルがXanaduと連携し、量子シミュレーションをEUVリソグラフィー向け材料開発に活用す
る動きは、日本の材料メーカーにとって大きな【機会】です。量子コンピューティングによる材料設計
は、従来の試行錯誤型開発を劇的に加速させる可能性を秘めています。ただし、量子シミュレーション
の精度と、それが実際の製造プロセスにどれだけ適用可能か（生産対応ワークフローの実現性）につい
ては、まだ未解決課題が多いでしょう。特に、量子アルゴリズムが複雑な分子構造や反応プロセスをど
こまで正確に記述できるか、また、シミュレーション結果を実材料の合成・評価にどう繋げるかが鍵と
なります。日本企業にとっての【脅威】は、この分野での国際競争の激化と、量子技術を活用できない
企業が材料開発競争で後れを取る可能性です。材料メーカーのR&D;部門は、量子化学計算や量子機械学
習の専門家との連携を強化し、自社の材料設計プロセスへの量子技術導入を検討すべきです。

その他の注目記事
スウェーデン政府、2036年までの国家量子戦略を承認：2030年までに公共機関・重要インフラに耐量子暗号を義務付け (HPCwire)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

スウェーデンが国家戦略でPQC移行を義務化。他国も追随する可能性があり、日本のPQC戦略にも影響を与えるだろう
。

フランスPasqal、単一チップからの光で原子を捕捉する量子コンピューティング技術を世界初実証 (Media24.fr)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

中性原子量子コンピューティングのスケーラビリティを飛躍的に高める技術。量子ハードウェアの小型化と量産化への
道を開く画期的な成果だ。

IBMとシカゴ大学、古典コンピューターでは不可能な計算を量子コンピューターが15分で検証可能に実行 (almerja.com)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

量子優位性の実証において、結果の検証可能性を確立した点で重要。量子コンピューティングの信頼性向上に貢献する
だろう。

ブリストル大学と共同研究者、マルチユーザー向け動的エンタングルメント量子ネットワークを構築 (Quantum Zeitgeist)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

都市規模の光ファイバーでマルチユーザー量子ネットワークを実証。量子インターネット実現に向けた重要なステップ
であり、量子通信の応用を広げる。

理化学研究所Q-Portal、「JASIS2026」で量子コンピューターが拓く次世代産業の可能性を展示 (理化学研究所)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●○○ 日本関連度●●●●●
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日本の量子技術開発を牽引する理研の活動。国内産業界への量子コンピューティングの普及と連携強化に期待される。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【情報システム部】PQC移行に関するNISTの最新ガイダンスを確認し、自社システムの暗号資産インベントリ
作成に着手すること。

• 【経営企画部】PQC移行の緊急性について社内説明会を実施し、関連部門の意識向上を図ること。

• 【R&D;部門】Majorana
2チップやPasqalの技術動向を詳細に調査し、自社の量子コンピューティング戦略への影響を評価すること。

▍短期（1ヶ月）
• 【調達部門】主要サプライヤーに対し、PQC対応計画の有無とロードマップについて情報収集を開始すること。

• 【R&D;部門】量子シミュレーションによる材料開発（特に半導体材料）の可能性について、社内ワークショッ
プを開催し、具体的な応用テーマを検討すること。

• 【経営企画部】量子コンピューティングの産業応用事例（創薬、金融、エネルギー等）を調査し、自社事業への
適用可能性を評価するレポートを作成すること。

▍中長期（四半期〜）
• 【情報システム部】PQC移行に向けた具体的なロードマップと予算計画を策定し、経営層に提示すること。

•
【R&D;部門】量子コンピューティング専門人材の育成計画を立案し、大学や研究機関との連携を強化すること。

• 【経営企画部】量子技術を組み込んだ新規事業やサービス開発の可能性を検討し、長期的な競争戦略に組み込む
こと。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-29
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#01 SpinQ、超伝導量子コンピューターで創薬研究を加速：分子シミュレーションに新たな道

#02 IBMとシカゴ大学、古典コンピューターでは不可能な計算を量子コンピューターが15分で検証可
能に実行

#03 米国NSF、8つの大学主導量子リープ研究所に2.9億ドルを投資し量子科学を加速

#04 Quantinuum、98量子ビットのトラップドイオン型量子コンピューター「Helios」を発表：大規
模量子計算への展望

#05 ブリストル大学と共同研究者、マルチユーザー向け動的エンタングルメント量子ネットワークを
構築

#07 ストラスクライド大学主導の国際チーム、200万ユーロのEU資金で長距離量子ネットワーク向け

量子メモリを開発

#08 QPU137が量子優位性の実態を分析：古典を超えたのはベンチマークタスクに限定

#09 ブルックヘブン国立研究所とストーニーブルック大学、161マイルの量子ネットワークにワイヤ
レスリンクを追加し「無線量子ネットワーク」を実証

#10 Entrust、耐量子暗号（PQC）への移行ガイドを発表：2030年までの対応を推奨

#11 量子機械学習の第一人者アンティ・V・セッパラ氏、創薬・金融・エネルギー分野でAIと量子の
融合を推進

#12 サウジアラビア企業、迫りくる量子サイバー攻撃に備え耐量子暗号（PQC）への移行を緊急提言

#13 カナダと日本が量子パートナーシップを拡大：半導体材料開発を加速しEUVリソグラフィーを革
新

#14 マイクロソフト、Majorana 2量子チップを発表：信頼性1000倍向上、2029年までにスケーラブ
ルな量子コンピューター実現目指す

#15 米NSF、イェール・UCサンディエゴ主導の新センター「PRACTIQAL」に3,750万ドル助成、自
己修正型量子コンピュータ開発へ

#16 スウェーデン政府、2036年までの国家量子戦略を承認：2030年までに公共機関・重要インフラ
に耐量子暗号を義務付け

#17 中国「原子矩阵」が数億元A+輪資金調達、大規模中性原子量子コンピューターの商用化加速

#18 フランスPasqal、単一チップからの光で原子を捕捉する量子コンピューティング技術を世界初実
証

#19 2026年秋の韓国量子技術カンファレンス、脱量子暗号移行ロードマップと標準化に焦点

#20 韓国科学技術情報通信部、産業課題の量子コンピューター再定義イベント「Quantum

Reframing Challenge 2026」で化学触媒最適化に成功



#21 フランスの量子コンピューティング企業PasqalがNasdaq上場、3.6億ドル調達し株価60%急騰

#22 サムスンアクティブ資産運用が「KoActグローバル量子コンピューティングアクティブ」ファン
ドを設定、グローバル量子リーダー企業に投資

#23 理化学研究所Q-Portal、「JASIS2026」で量子コンピューターが拓く次世代産業の可能性を展示



#01 SpinQ、超伝導量子コンピューターで創薬研究を加
速：分子シミュレーションに新たな道

概要

SpinQは、超伝導量子コンピューターが創薬研究のプラットフォームとして、分子や最
適化の困難な問題を解決する可能性を提示しました。特に、古典的な手法では課題と
なる分子モデリング、バーチャルスクリーニング、分子動力学といった分野での貢献

が期待されています。この技術は、創薬プロセスを劇的に加速し、これまで不可能だ
った新しい治療法の発見につながる可能性があります。企業や研究機関は、適切な問
題の特定とハイブリッド量子古典ワークフローの開発を通じて「量子対応型」研究能

力を構築することが求められます。

公開日 2026年08月20日  SpinQ  中国



詳細

主要成果

SpinQは、超伝導量子コンピューターが創薬研究において、特に分子や最適化に関する
極めて困難な問題に対する強力な解決策を提供できることを発表しました。この技術
は、分子構造の振る舞いを高精度で予測し、薬物候補のスクリーニングを加速する新た
な道を開くと期待されています。

技術・臨床詳細

分子モデリングとシミュレーション: 量子コンピューターは、分子の電子構造を高精
度でシミュレートする能力を持ち、古典コンピューターでは計算負荷が高すぎる複雑
な量子化学計算を可能にします。これにより、薬物と標的分子の相互作用をより深く
理解できます。

バーチャルスクリーニングの最適化: 膨大な化合物ライブラリの中から、特定の疾患
に対する潜在的な薬物候補を効率的に特定するためのバーチャルスクリーニングプロ
セスを、量子アルゴリズムで大幅に高速化できます。

分子動力学シミュレーション: 分子の時間発展を追跡する分子動力学シミュレーショ
ンにおいても、量子計算はより長時間のシミュレーションや、より複雑な相互作用の
モデリングを可能にし、新薬の作用機序解明に貢献します。

ハイブリッド量子古典ワークフロー: 量子コンピューターの現在の限界を考慮し、
SpinQは古典コンピューターと量子コンピューターを組み合わせたハイブリッドワー
クフローの重要性を強調しています。これにより、量子コンピューターが計算負荷の
高い特定の部分を担い、全体としての効率と精度を向上させます。

背景・業界文脈

創薬は時間とコストがかかるプロセスであり、新規医薬品の発見率は低いのが現状で
す。古典的なコンピューターシミュレーションはすでに広く利用されていますが、複雑
な分子システムや量子効果が支配的な現象を正確にモデリングするには限界がありま
す。量子コンピューティングは、これらの限界を打ち破り、創薬のボトルネックを解消
する可能性を秘めた次世代技術として注目されています。



今後の展望

SpinQは、この技術が「量子対応型」の創薬研究能力を構築するための重要なステップ
であると見ています。将来的には、より大規模で高機能な量子コンピューターの開発
と、創薬分野に特化した量子アルゴリズムの進化により、実際の製薬業界における実用
的な応用が加速すると予測されます。これにより、新しい薬剤の市場投入までの期間が
短縮され、患者にとっての恩恵が大きくなることが期待されます。

元記事: https://www.spinquanta.com/news-detail/for-drug-discovery-superconducting-quantum-

computer

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.spinquanta.com/news-detail/for-drug-discovery-superconducting-quantum-computer
https://www.spinquanta.com/news-detail/for-drug-discovery-superconducting-quantum-computer


#02 IBMとシカゴ大学、古典コンピューターでは不可能な
計算を量子コンピューターが15分で検証可能に実行

概要

IBMとシカゴ大学の研究者が、古典コンピューターでは実質的に計算不可能な問題を
量子コンピューターがわずか15分で解き、その結果の正確性を検証する手法も同時に
実証しました。この成果は、量子コンピューターが検証可能な忠実度で古典的な能力

を超えるタスクを達成することで、量子優位性の主要な要件を満たした証拠として提
示されています。これは、量子コンピューティングの信頼性と実用性への大きな一歩
であり、複雑な科学的問題を解決する新たな時代の幕開けを示唆しています。

公開日 2026年08月24日  almerja.com  アメリカ



詳細

主要成果

IBMとシカゴ大学の研究者たちは、古典的なシミュレーション能力を上回る画期的な量
子計算を実証し、従来の手法では途方もない時間がかかる問題をわずか15分で解決する
ことに成功しました。この実験の重要な点は、単に問題を解くだけでなく、その量子結
果の正確性を検証する新しい手法も含まれていたことです。これにより、量子優位性の
実証における長年の課題であった「結果の検証可能性」が解決されました。

技術・臨床詳細

量子優位性の達成: この研究は、特定の計算タスクにおいて、量子コンピューターが
古典コンピューターを実質的に凌駕したことを示しています。古典コンピューターで
はこの問題を解決するのに現実的な時間枠を超える計算能力が必要とされます。

検証手法の導入: 従来の量子優位性に関する主張では、結果の正確性を古典的に検証
することが困難でしたが、今回の実験では、量子コンピューターが生成した答えの信
頼性を確認する革新的なメカニズムが導入されました。これにより、量子計算結果に
対する信頼性が大幅に向上します。

応用分野: この種の計算能力は、材料科学における新しい分子の設計、医薬品開発、
金融モデリングなど、幅広い分野で革命をもたらす可能性を秘めています。特に、複
雑な相互作用を持つシステムのシミュレーションにおいて、その真価を発揮すると期
待されています。

背景・業界文脈

量子コンピューティング分野では、特定のタスクで古典コンピューターの能力を超える
「量子優位性（Quantum Advantage）」の実証が主要な目標の一つとされてきました。
しかし、初期の量子優位性に関する主張は、古典アルゴリズムの改良によって後から追
いつかれるケースも少なくありませんでした。今回の研究は、単なる速度向上だけでな
く、結果の検証可能性を伴うことで、より強固な量子優位性の証拠を提示しています。



今後の展望

この成果は、実用的なフォールトトレラント量子コンピューターの実現に向けた重要な
一歩となります。検証可能な量子優位性は、量子技術への投資をさらに加速させ、研究
者や企業が量子コンピューターを用いて現実世界の課題に取り組むための信頼できる基
盤を提供します。将来的には、より複雑な問題に対する量子コンピューターの応用が広
がり、これまで解明が困難であった科学的・工学的課題の解決に大きく貢献すると期待
されます。

元記事: https://almerja.com/en/more.php?pid=7497

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://almerja.com/en/more.php?pid=7497


#03 米国NSF、8つの大学主導量子リープ研究所に2.9億ド
ルを投資し量子科学を加速

概要

米国国立科学財団（NSF）は、2018年の国家量子イニシアチブ法に基づき、8つの大学
主導量子リープ研究所に2億9,000万ドル以上の資金を投資することを発表しました。
この大規模な資金提供は、新規および既存の研究所を支援し、量子コンピューティン

グ、センシング、通信の進展と将来の量子人材の育成を目的としています。プロジェ
クトには、スケーラブルな量子コンピューターの開発、エラー訂正の改善、および新
しい量子アルゴリズムとハードウェアアーキテクチャの発見が含まれ、米国の量子科

学技術リーダーシップを強化するものです。

公開日 2026年08月26日  Forbes  アメリカ



詳細

主要成果

米国国立科学財団（NSF）は、国内の量子科学技術開発を加速するため、8つの大学主
導の量子リープチャレンジ研究所に総額2億9,000万ドル（約400億円）を超える大規模
な投資を行うことを決定しました。この資金は、2018年に制定された「国家量子イニシ
アチブ法」の目的達成に向けたもので、量子コンピューティング、量子センシング、量
子通信といった分野における基礎研究から応用開発までを包括的に支援します。

技術・臨床詳細

研究分野の拡大: 投資は、新しい量子アルゴリズムの開発、既存の量子エラー訂正技
術の改良、および中性原子、トラップドイオン、固体システムなどの多様なハードウ
ェアアーキテクチャの探求に重点を置いています。これにより、量子技術の汎用性と
堅牢性が向上することが期待されます。

人材育成: 量子科学と工学分野における次世代の研究者および技術者の育成も、この
投資の重要な柱です。専門知識を持つ労働力を確保することで、将来的なイノベーシ
ョンと産業応用を支えます。

応用可能性: これらの研究所は、バイオ物理学、バイオエンジニアリング、医療画
像、金融モデリングなど、多様な分野での量子センサーや量子コンピューティングの
応用を探求します。具体的な成果が、社会課題解決に直結する可能性を秘めていま
す。

背景・業界文脈

量子技術は、国家安全保障、経済競争力、科学的発見において極めて重要な分野と認識
されており、米国政府は国家レベルでその開発に戦略的な焦点を当てています。今回の
NSFの投資は、量子技術の基礎研究から産業応用への橋渡しを強化し、他国との競争に
おいて米国の優位性を維持するための重要な施策です。特に、学術機関が持つ深い専門
知識と研究能力を活用することで、長期的な技術革新の基盤を築くことを目指していま
す。



今後の展望

この2億9,000万ドルの投資は、量子コンピューティングの商用化と実用化を加速させる
ための大きな推進力となるでしょう。研究所間の連携を促進し、知識の共有を強化する
ことで、エラー耐性のあるスケーラブルな量子コンピューターの開発が早まることが期
待されます。長期的には、これにより新たな産業が創出され、既存産業における生産性
向上や革新的な製品・サービスの提供が可能になる見込みです。

元記事: https://www.forbes.com/sites/michaeltnietzel/2026/08/26/nsf-invests-290-million-in-eight-

university-led-quantum-leap-institutes/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.forbes.com/sites/michaeltnietzel/2026/08/26/nsf-invests-290-million-in-eight-university-led-quantum-leap-institutes/
https://www.forbes.com/sites/michaeltnietzel/2026/08/26/nsf-invests-290-million-in-eight-university-led-quantum-leap-institutes/


#04 Quantinuum、98量子ビットのトラップドイオン型量
子コンピューター「Helios」を発表：大規模量子計算への
展望

概要

Quantinuumが、98量子ビットのトラップドイオン型量子コンピューター「Helios」を

発表し、この種としては世界最大規模を誇ります。Heliosは、古典コンピューターと
同様に情報貯蔵と処理を分離するQCCD（量子電荷結合素子）アーキテクチャを採用し
ており、古典シミュレーションを超えるランダムベンチマークテストを実行しまし

た。この成果は、量子コンピューターがスーパーコンピューターの次の段階を示すも
のですが、実用的な量子計算にはさらに大規模なシステム、具体的には約100万量子ビ
ットが必要であると指摘されています。

公開日 2026年08月20日  ZME Science  アメリカ



詳細

主要成果

Quantinuumは、世界最大のトラップドイオン型量子コンピューター「Helios」を発表
しました。このシステムは98量子ビットを搭載し、従来の古典シミュレーションの能力
を超えるランダムベンチマークテストを実施することで、大規模な量子計算に向けた重
要な一歩を示しました。

技術・臨床詳細

98量子ビットのHQS: Heliosは、Quantinuumの量子ボリュームアーキテクチャであ
るHシリーズの最新版であり、98個の物理量子ビットを搭載しています。これはトラ
ップドイオン型システムとしては現在の世界最大規模です。

QCCDアーキテクチャ: このシステムは、QCCD（Quantum Charge-Coupled Device）
アーキテクチャを採用しており、量子情報の保存領域と処理領域を分離しています。
これにより、個々の量子ビットの制御性と安定性を高めつつ、スケーラビリティを向
上させることが可能となります。

古典シミュレーションを超える性能: Heliosは、特定のランダムベンチマークテスト
において、既存の古典コンピューターのシミュレーション能力を超える性能を発揮し
ました。これは、量子コンピューターが特定の種類の計算において明確な優位性を持
つことを示唆しています。

実用化への課題: 記事では、現在のHeliosが達成した成果は注目に値するものの、実
用的な大規模量子計算、特に商用価値のある問題を解決するためには、約100万量子
ビット規模のさらに大規模でエラー耐性の高いシステムが必要であると指摘していま
す。

背景・業界文脈

量子コンピューティング分野では、量子ビット数の増加とエラー率の低減が主要な課題
です。トラップドイオン型量子コンピューターは、その高い量子ビットの忠実度と接続
性から有望視されており、QuantinuumはHoneywellとCambridge Quantumの統合によ
ってこの分野のリーダーシップを確立しています。今回の発表は、NISQ（Noisy

Intermediate-Scale Quantum）時代から、より大規模でエラー耐性のあるフォールトト
レラント量子コンピューターへの移行期における重要なマイルストーンとなります。



今後の展望

QuantinuumのHeliosの登場は、量子コンピューターがスーパーコンピューターの後継
となり得る可能性を改めて示しました。今後、量子ビット数のさらなる拡張とエラー訂
正技術の進歩が鍵となります。Heliosが示すQCCDアーキテクチャの有効性は、将来的
に数百万量子ビット規模のシステムを構築するための重要な基盤となることが期待さ
れ、薬学、材料科学、金融、最適化問題など、幅広い分野での革新的な応用が視野に入
ります。

元記事: https://www.zmescience.com/science/news-science/the-worlds-largest-trapped-ion-quantum-

computer-just-showed-what-comes-after-supercomputers/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.zmescience.com/science/news-science/the-worlds-largest-trapped-ion-quantum-computer-just-showed-what-comes-after-supercomputers/
https://www.zmescience.com/science/news-science/the-worlds-largest-trapped-ion-quantum-computer-just-showed-what-comes-after-supercomputers/


#05 ブリストル大学と共同研究者、マルチユーザー向け動
的エンタングルメント量子ネットワークを構築

概要

ブリストル大学と共同研究者らが、複数のユーザー間でエンタングルメントリンクを
動的に再構成できる量子ネットワークを開発しました。この都市規模の光ファイバー
ネットワークは6人のユーザーを接続し、量子再構成可能光アドドロップマルチプレク

サ（q-ROADM）を用いて偏光エンタングルド光子ペアを分配します。この成果は、既
存の光インフラ上でスケーラブルなマルチユーザー量子アプリケーションを実現する
上で大きな一歩であり、150時間以上の安定稼働を実証しました。

公開日 2026年08月26日  Quantum Zeitgeist  イギリス



詳細

主要成果

ブリストル大学の研究チームと国際的な共同研究者らが、複数のユーザー間で量子エン
タングルメントリンクを動的に設定し、再構成できる革新的な量子ネットワークを構築
しました。このシステムは、都市規模の光ファイバーインフラ上で機能し、将来の量子
インターネット実現に向けた重要なマイルストーンとなります。

技術・臨床詳細

動的エンタングルメント再構成: 開発されたネットワークは、リアルタイムでエンタ
ングルメントリンクを確立・切断できる「動的」な特性を持っています。これによ
り、異なるユーザー間で必要に応じて量子通信チャネルを柔軟に割り当てることが可
能です。

q-ROADMの活用: ネットワークの中心には、量子再構成可能光アドドロップマルチ
プレクサ（q-ROADM）が採用されています。これは、偏光エンタングルド光子ペア
を複数の地点間で効率的に分配するために用いられ、既存の光ファイバーケーブルを
最大限に活用します。

マルチユーザー接続: このシステムは、実際に6人の異なるユーザーを接続し、安定
した量子通信を可能にしました。これは、単一の点対点接続を超え、より複雑な量子
ネットワークの実現可能性を示唆しています。

安定性と持続性: ネットワークは150時間以上にわたって安定して稼働し、その堅牢
性と実用的な信頼性を証明しました。これにより、量子キー配送（QKD）や分散型
量子コンピューティングなど、様々な量子プロトコルをサポートする基盤となりま
す。

背景・業界文脈

量子インターネットは、量子コンピューターを接続し、安全な通信や分散型量子計算を
可能にするための究極の目標とされています。現在の量子ネットワークは主に点対点接
続に限定されており、スケーラブルなマルチユーザーネットワークの構築は大きな課題
でした。このブリストル大学の研究は、既存の通信インフラを活用しつつ、このスケー
ラビリティの問題を克服する有望なアプローチを提供します。



今後の展望

この動的量子ネットワークの成功は、広範な地理的範囲にわたる量子インターネットの
実現に向けた重要なステップです。将来的には、より多くのユーザーを接続し、より複
雑な量子アプリケーションをサポートするための基盤となるでしょう。特に、金融、医
療、政府機関など、高度なセキュリティと計算能力を必要とする分野での応用が期待さ
れ、量子技術の実用化を大きく加速させる可能性があります。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/university-bristol-dynamic-entanglement-network/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/university-bristol-dynamic-entanglement-network/


#07 ストラスクライド大学主導の国際チーム、200万ユー
ロのEU資金で長距離量子ネットワーク向け量子メモリを
開発

概要

ストラスクライド大学が主導する国際研究チームは、EUから200万ユーロ（約2.9億

円）の資金提供を受けたAL FreSQOプロジェクトの一環として、長距離量子ネットワ
ーク向けの量子メモリを開発しています。冷原子を基盤とするこれらの量子メモリ
は、量子リピーターデバイス内でデータをバッファリングし、長距離伝送における信

号損失を軽減するように設計されています。このプロジェクトは、セキュアな通信と
英国国家量子戦略を支援するため、フリースペース光リンクや波長変換技術を探索し
ており、極低温システムへの依存を低減することを目指します。

公開日 2026年08月25日  University of Strathclyde  イギリス



詳細

主要成果

ストラスクライド大学が主導する国際研究チームは、EUが資金提供するAL FreSQOプロ
ジェクト（総額200万ユーロ）の一環として、長距離量子ネットワークに不可欠な量子
メモリの開発に取り組んでいます。この量子メモリは冷原子技術を基盤としており、量
子リピーターデバイスの性能を大幅に向上させ、量子通信の距離と信頼性を高めること
を目指しています。

技術・臨床詳細

冷原子を用いた量子メモリ: 開発されている量子メモリは、極低温に冷却された原子
を利用して量子情報を一時的に保存します。これにより、光ファイバーを介した量子
信号の減衰や損失を補償し、長距離での量子エンタングルメントの維持を可能にしま
す。

量子リピーターデバイスへの応用: これらの量子メモリは、量子リピーターデバイス
の中核コンポーネントとして機能します。量子リピーターは、信号を増幅できない量
子通信の課題を解決するために、エンタングルメントの「中継」を行うことで、非常
に長い距離での量子ネットワークを実現します。

フリースペース光リンクと波長変換: プロジェクトでは、光ファイバーだけでなく、
フリースペース光リンク（FSO）を用いた量子通信の可能性も探求しています。ま
た、波長変換技術を導入することで、異なる物理システム間で量子情報を効率的にや
り取りし、既存の通信インフラとの互換性を高めるとともに、一部の極低温システム
の必要性を低減することを目指しています。

背景・業界文脈

量子ネットワークは、究極的にセキュアな通信や分散型量子コンピューティングを実現
するための基盤技術です。しかし、量子信号は長距離を伝送する際に非常に脆弱であ
り、量子情報の損失が大きな課題となっています。量子リピーターとそれを構成する量
子メモリは、この課題を克服し、都市間、さらには大陸間の量子通信を可能にするため
の重要な要素として認識されています。



今後の展望

AL FreSQOプロジェクトによって開発される量子メモリ技術は、英国の国家量子戦略お
よびEU全体の量子技術ロードマップにおいて重要な役割を果たすことが期待されていま
す。この技術の実用化は、セキュアな国家通信インフラの構築を加速させ、金融、防
衛、政府などの分野におけるデータセキュリティを大幅に向上させる可能性を秘めてい
ます。将来的には、より広範な量子インターネットの基盤として、国際的な情報共有や
協力体制の強化にも貢献すると見込まれます。

元記事: https://www.strath.ac.uk/whystrathclyde/news/2026/memoriestoenablelong-

distancequantumnetworks/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.strath.ac.uk/whystrathclyde/news/2026/memoriestoenablelong-distancequantumnetworks/
https://www.strath.ac.uk/whystrathclyde/news/2026/memoriestoenablelong-distancequantumnetworks/


#08 QPU137が量子優位性の実態を分析：古典を超えたの
はベンチマークタスクに限定

概要

QPU137は、量子優位性の現状について分析し、量子コンピューターが特定の意図的に
設計されたベンチマークタスクで古典的な方法をかろうじて上回ったことを指摘しま
した。Googleの2025年10月の「検証可能なQuantum Echoes」の結果とIBMの2026年7

月の材料シミュレーションに関する主張を信頼できる例として挙げながらも、これま
でのところ実用的な価値のある問題で古典コンピューティングを上回る量子コンピュ
ーターは出現していないと結論付けています。これにより、量子技術の進展は認めつ

つも、その実用化にはまだ距離があることを示唆しています。

公開日 2026年08月20日  QPU137  不明



詳細

主要成果

QPU137の最新分析によると、量子コンピューターはこれまで、特定の意図的に設計さ
れたベンチマークタスクにおいて、古典的なコンピューティング能力をわずかに上回る
成果しか達成していません。この評価は、量子技術の現状に対する現実的な見方を提供
し、実際の商業的・科学的価値を持つ問題での広範な量子優位性にはまだ到達していな
いことを強調しています。

技術・臨床詳細

ベンチマークタスクに限定された優位性: 量子コンピューターが優位性を示したの
は、特定の計算問題、例えば乱数生成や量子状態のサンプリングといった、古典コン
ピューターが苦手とする分野です。これらのタスクは、量子プロセッサーの特性を最
大限に引き出すように設計されています。

検証可能な成果: Googleが2025年10月に発表した「検証可能なQuantum Echoes」の
結果や、IBMが2026年7月に公開した材料シミュレーションに関する主張は、量子コ
ンピューターが生成した結果の正確性を古典的に検証できるという点で信頼性が高い
と評価されています。これは、量子コンピューティングの信頼性向上に不可欠な要素
です。

古典アルゴリズムの進化: 記事では、Googleが2019年にSycamoreプロセッサーで
「量子超越性」を主張した際、その後古典アルゴリズムの改良によって同等の計算が
可能なった事例を挙げています。これは、量子優位性の主張が常に進化する古典コン
ピューティングの能力と比較検討される必要があることを示唆しています。

背景・業界文脈

「量子優位性」は、量子コンピューティング分野における主要な研究目標の一つであ
り、古典コンピューターでは現実的な時間で解けない問題を量子コンピューターが解く
能力を指します。この達成は、技術への投資を加速させる重要な指標とされています。
しかし、その主張には厳密な検証と、古典コンピューターの進歩を考慮した継続的な再
評価が求められます。



今後の展望

QPU137の分析は、量子コンピューティングがまだ発展途上であり、実用的な応用を可
能にするフォールトトレラント量子コンピューターの実現には、さらなる技術的ブレー
クスルーが必要であることを示唆しています。研究開発は、より多くの量子ビットの安
定化、エラー訂正能力の向上、そして特定の産業課題に特化した量子アルゴリズムの開
発に焦点を当てる必要があります。これにより、量子技術が真に社会に価値をもたらす
時代が到来するでしょう。

元記事: https://qpu137.com/reality/quantum-advantage

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://qpu137.com/reality/quantum-advantage


#09 ブルックヘブン国立研究所とストーニーブルック大
学、161マイルの量子ネットワークにワイヤレスリンクを
追加し「無線量子ネットワーク」を実証

概要

ブルックヘブン国立研究所とストーニーブルック大学の研究者たちは、オープンエア

を通じて量子情報を伝送することに成功し、ニューヨークの既存の量子ネットワーク
にワイヤレスリンクを追加する重要な一歩を達成しました。この実証は、光ファイバ
ーを介して161マイルに及ぶ同ネットワークを、自由空間光（FSO）リンクで拡張する

ものです。この成果は、量子情報の持続的なワイヤレス交換を確立し、光ファイバー
の地理的限界を超えて将来の量子コンピューターを接続する上で大きな進展を示して
います。

公開日 2026年08月21日  BNL Newsroom (Brookhaven National Laboratory)  アメリカ



詳細

主要成果

ブルックヘブン国立研究所（BNL）とストーニーブルック大学の研究者たちは、オープ
ンエア環境での量子情報伝送に成功し、将来的な「ワイヤレス量子ネットワーク」の実
現に向けた重要なマイルストーンを達成しました。この革新的な技術は、ニューヨーク
州に既に存在する161マイル（約259km）の光ファイバー量子ネットワークに、自由空
間光（FSO）リンクを追加することで拡張されました。

技術・臨床詳細

自由空間光（FSO）リンク: この実験では、エンタングルド光子ペアを生成し、光フ
ァイバーではなく大気中を伝送させるFSO技術が用いられました。FSOは、光ファイ
バーの敷設が困難な地域や、モバイル量子ノード間の接続において特に有用です。

量子情報の信頼性維持: オープンエア環境での量子情報伝送は、大気中の揺らぎや粒
子による影響を受けやすく、エンタングルメント状態の維持が課題となります。研究
チームは、これらの課題を克服し、持続的かつ信頼性の高い量子情報交換を実現する
ための技術を開発しました。

既存ネットワークへの統合: 今回の実証は、既存の光ファイバーベースの量子ネット
ワークにワソレスコンポーネントをシームレスに統合できる可能性を示しています。
これにより、ネットワークの柔軟性が向上し、より広範なカバレッジと多様なアプリ
ケーションが可能になります。

背景・業界文脈

量子ネットワークは、究極的にセキュアな通信（量子キー配送など）や、分散型量子コ
ンピューティングを実現するための基盤技術として期待されています。現在の多くの量
子ネットワークは光ファイバーに依存していますが、その敷設コストや地理的制約が大
きな課題となっています。ワイヤレス量子ネットワークの実現は、これらの制約を緩和
し、より広範かつ柔軟な量子インターネットの構築を可能にするものです。



今後の展望

このワイヤレス量子ネットワークの実証は、量子コンピューターが相互に接続される
「量子インターネット」の実現に向けた重要な一歩となります。将来的には、都市間の
通信だけでなく、衛星を介したグローバルな量子通信ネットワークへの応用も視野に入
ります。これにより、金融取引、国家安全保障、医療データ交換など、高度なセキュリ
ティが要求される分野での通信が、量子力学の原理に基づいて保護される未来が期待さ
れます。

元記事: https://www.bnl.gov/newsroom/news.php?a=123096

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bnl.gov/newsroom/news.php?a=123096


#10 Entrust、耐量子暗号（PQC）への移行ガイドを発
表：2030年までの対応を推奨

概要

Entrustは、耐量子暗号（PQC）への移行に関する包括的なガイドを発表し、NISTが現
在の公開鍵暗号（RSAおよびECC）の廃止期限を2030年、使用禁止期限を2035年と定
めていることから、企業に緊急の対応を促しています。このガイドは、「ハーベスト

ナウ・ディクリプトレイター」の脅威を強調し、組織が完全な暗号インベントリの作
成、リスク評価、および長期にわたる機密データの鍵確立プロトコルの移行を優先す
べきだと提言しています。暗号アジリティの採用が、成功裏な移行には不可欠である

と強調されました。

公開日 2026年08月20日  Entrust Blog  アメリカ



詳細

主要成果

Entrustは、組織が耐量子暗号（PQC）への移行を計画し実行するための詳細なガイドを
公開しました。このガイドは、米国国立標準技術研究所（NIST）が現在の主要な公開鍵
暗号技術（RSAおよびECC）の廃止（2030年）と使用禁止（2035年）の期限を設定して
いることを背景に、迅速な対応の必要性を強調しています。

技術・臨床詳細

NISTのタイムライン: NISTは、2030年までに既存の公開鍵暗号の使用を非推奨と
し、2035年までには禁止する明確なロードマップを提示しています。これは、金
融、医療、政府機関など、長期にわたって機密データを保護する必要がある組織にと
って極めて重要な期限です。

「ハーベストナウ・ディクリプトレイター」脅威: 量子コンピューターが実用化され
る前に、攻撃者が現在の暗号化されたデータを収集（ハーベスト）し、将来的に量子
コンピューターを使って解読（ディクリプトレイター）する脅威が増大しています。
このため、長期にわたる機密データの保護は喫緊の課題です。

暗号インベントリとリスク評価: 移行プロセスの最初のステップとして、組織内のす
べての暗号化された資産と依存関係を特定する完全な暗号インベントリの作成が推奨
されています。これに基づいて、量子脅威に最も脆弱な領域のリスク評価を行いま
す。

鍵確立プロトコルの優先: 特に、長期的に機密性を保つ必要があるデータの鍵確立プ
ロトコルをPQCに移行することが優先事項とされています。これは、TLS/SSL証明
書、VPN、デジタル署名などに影響を与えます。

暗号アジリティの採用: PQC移行は一度で終わるものではなく、将来的に新しい量子
耐性アルゴリズムが登場する可能性を考慮し、「暗号アジリティ」を組織のシステム
に組み込むことの重要性が強調されています。これにより、将来の暗号技術の進化に
柔軟に対応できるようになります。



背景・業界文脈

量子コンピューティングの進展は、現代のデジタルセキュリティの基盤を揺るがす可能
性があり、特に公開鍵暗号システムに対する深刻な脅威をもたらしています。各国政府
や業界団体は、この「量子脅威」に備えるためのPQC標準化と移行戦略策定を急いでい
ます。Entrustのガイドは、企業がこの複雑な移行を効果的にナビゲートするための実用
的なフレームワークを提供するものです。

今後の展望

PQCへの移行は、今後数年間の企業IT戦略において最も重要な課題の一つとなるでしょ
う。Entrustは、組織が段階的なアプローチで、自社の特定のニーズとリスクプロファイ
ルに合わせて移行計画をカスタマイズすることを推奨しています。これにより、量子時
代においてもデータの完全性と機密性が確保され、ビジネスの継続性と信頼性が維持さ
れる未来が期待されます。

元記事: https://www.entrust.com/blog/2026/08/migrating-your-platform-for-post-quantum-

cryptography-a-complete-guide/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.entrust.com/blog/2026/08/migrating-your-platform-for-post-quantum-cryptography-a-complete-guide/
https://www.entrust.com/blog/2026/08/migrating-your-platform-for-post-quantum-cryptography-a-complete-guide/


#11 量子機械学習の第一人者アンティ・V・セッパラ氏、
創薬・金融・エネルギー分野でAIと量子の融合を推進

概要

本記事は、量子機械学習（QML）のアーキテクトであるアンティ・V・セッパラ氏に
焦点を当て、その研究が創薬の加速、金融リスク分析の強化、産業ロジスティクスと
エネルギー網管理の最適化といった変革的な産業応用につながっていることを紹介し

ています。セッパラ氏は、ノイズの多い量子ハードウェアという課題を認識しつつ
も、堅牢でエラー軽減されたアルゴリズムと分野横断的な協力が、QMLを理論的な約
束から実用的な必要性へと移行させるために不可欠であると強調しています。彼のビ

ジョンは、AIと量子コンピューティングの融合が未来の技術革新の核となることを示
しています。

公開日 2026年08月22日  Aviator PPG  不明



詳細

主要成果

量子機械学習（QML）の分野における著名なアーキテクトであるアンティ・V・セッパ
ラ氏の画期的な研究は、理論的な概念を超えて、創薬、金融リスク分析、産業ロジステ
ィクス、エネルギー網管理といった重要な産業分野で具体的な応用を生み出していま
す。彼の開発したモデルは、これらの分野における意思決定と効率性を劇的に向上させ
る可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

創薬の加速: セッパラ氏のQMLモデルは、分子シミュレーションと薬物候補のスクリ
ーニングを高速化することで、新薬開発のサイクルを短縮します。これにより、研究
開発コストの削減と、患者への新しい治療法の提供を加速させることが期待されま
す。

金融リスク分析の強化: 量子コンピューティングは、複雑な金融市場データを分析
し、リスク評価モデルを最適化する能力において古典コンピューターを上回る可能性
があります。セッパラ氏のモデルは、ポートフォリオ最適化、不正検出、信用リスク
評価などの精度向上に貢献します。

産業ロジスティクスとエネルギー網管理の最適化: 供給チェーンの最適化やエネルギ
ー消費の効率化は、大規模な最適化問題を伴います。QMLは、これらの問題を解決
するためのより効率的なアルゴリズムを提供し、運用コストの削減と持続可能性の向
上に寄与します。

エラー軽減と堅牢なアルゴリズム: ノイズの多い中間規模量子（NISQ）デバイスの限
界を認識し、セッパラ氏はエラー軽減技術を統合した堅牢なアルゴリズム開発の重要
性を強調しています。これにより、現在の量子ハードウェアでも信頼性の高い結果を
得ることが可能になります。

背景・業界文脈

人工知能（AI）と機械学習はすでに多くの産業で変革をもたらしていますが、非常に大
規模で複雑な問題、特に量子物理学が関連する問題では計算上の限界に直面していま
す。量子機械学習は、これらの古典的な限界を超える可能性を秘め、AIの能力を次のレ
ベルへと引き上げるものとして注目されています。セッパラ氏のような先駆者は、この
新興分野の実用化を推進する上で重要な役割を果たしています。



今後の展望

セッパラ氏は、QMLが理論的な可能性から実用的な必要性へと移行する過渡期にあると
見ています。この移行を成功させるためには、量子コンピューティング、機械学習、各
産業分野の専門家間の緊密な協力が不可欠です。彼の研究とビジョンは、AIと量子技術
が融合することで、科学的発見と産業イノベーションの新たな波が生まれ、社会全体に
広範な影響をもたらす未来を指し示しています。

元記事: https://shop.aviatorppg.com/antti-v-seppala-architect-of-quantum-machine-learning-and-the-

future-of-ai

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://shop.aviatorppg.com/antti-v-seppala-architect-of-quantum-machine-learning-and-the-future-of-ai
https://shop.aviatorppg.com/antti-v-seppala-architect-of-quantum-machine-learning-and-the-future-of-ai


#12 サウジアラビア企業、迫りくる量子サイバー攻撃に備
え耐量子暗号（PQC）への移行を緊急提言

概要

本記事は、量子コンピューターが現在の暗号化方式を破る脅威によって、サウジアラ
ビア企業が耐量子暗号（PQC）へのサイバーセキュリティの差し迫った変化に直面し
ていると警鐘を鳴らしています。特に、長期にわたる機密データが「ハーベストナ

ウ・ディクリプトレイター」（今収集し、後で解読する）のリスクにさらされている
ことを強調し、NIST標準（FIPS 203, 204, 205）との整合を強く促しています。金融、
通信、政府部門におけるPQC導入が、長期的なデータ安全確保と将来の量子安全規制

への準拠のために極めて重要であると指摘されました。

公開日 2026年08月26日  CPI Financial  サウジアラビア



詳細

主要成果

サウジアラビアの企業は、将来的に登場する量子コンピューターによって現在の暗号化
方式が脆弱になる脅威に直面しており、これに対応するための耐量子暗号（PQC）への
移行が緊急課題となっています。この記事は、国内企業、特に金融、通信、政府セクタ
ーに対して、この差し迫ったサイバーセキュリティの変革に備えるよう呼びかけていま
す。

技術・臨床詳細

「ハーベストナウ・ディクリプトレイター」リスク: 量子コンピューターが実用化さ
れる前に、攻撃者が現在の暗号化された機密データを収集し、将来的に解読する「ハ
ーベストナウ・ディクリプトレイター」と呼ばれる脅威が高まっています。これは、
長期的な保護が必要なデータにとって特に深刻な問題です。

NIST標準との整合: 米国国立標準技術研究所（NIST）が選定したPQC標準（FIPS 203:

CRYSTALS-Kyber、FIPS 204: CRYSTALS-Dilithium、FIPS 205: SPHINCS+など）への準
拠が、量子耐性のある暗号インフラを構築するための重要な指針となります。サウジ
アラビア企業は、これらの国際標準に積極的に対応する必要があります。

主要セクターの優先順位: 金融サービス、通信プロバイダー、および政府機関は、そ
の扱うデータの機密性とインフラの重要性から、PQC移行において最も高い優先順位
を持つとされています。これらのセクターでの迅速な導入は、国家全体のサイバーレ
ジリエンスを高めます。

暗号アジリティの導入: PQCへの移行は複雑であり、一度で完了するものではありま
せん。将来の暗号アルゴリズムの進化に柔軟に対応できるよう、「暗号アジリティ」
を組織のシステム設計に組み込むことが推奨されています。

背景・業界文脈

グローバルなサイバーセキュリティ環境では、量子コンピューティングの発展が既存の
公開鍵暗号にもたらす脅威が、最重要課題の一つとして認識されています。世界各国が
国家レベルでPQC戦略を策定・実施しており、サウジアラビアもまた、Vision 2030のも
とでデジタル変革を進める中で、このサイバー脅威への対策が不可欠となっています。
この記事は、地域社会におけるPQCの意識向上と具体的な行動を促すものです。



今後の展望

サウジアラビアの企業にとって、PQCへの移行は単なる技術的な課題ではなく、長期的
なビジネス継続性と国家安全保障に直結する戦略的な imperative です。NIST標準への
準拠と積極的な導入を通じて、サウジアラビアはデジタル経済の安全性を確保し、量子
時代における競争力を維持することが期待されます。この移行は、既存のITインフラへ
の大規模な投資と、専門人材の育成を伴うでしょう。

元記事: https://cpifinancial.net/news/entry/21356/post-quantum-cryptography-pqc-the-next-

cybersecurity-shift-for-saudi-enterprises

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cpifinancial.net/news/entry/21356/post-quantum-cryptography-pqc-the-next-cybersecurity-shift-for-saudi-enterprises
https://cpifinancial.net/news/entry/21356/post-quantum-cryptography-pqc-the-next-cybersecurity-shift-for-saudi-enterprises


#13 カナダと日本が量子パートナーシップを拡大：半導体
材料開発を加速しEUVリソグラフィーを革新

概要

カナダと日本は、量子コンピューティング研究に共同で資金提供し、半導体製造、特
に極端紫外線（EUV）リソグラフィーとフォトレジスト材料開発の強化を目指してい
ます。Xanadu Quantum Technologiesと三菱ケミカルは、量子コンピューティングと

材料科学を活用するために協業を拡大しました。このパートナーシップは、Xanaduの
量子シミュレーションを三菱ケミカルのモデリングシステムと統合し、リソグラフィ
ーのボケを低減し、優れたフォトレジスト材料を特定するための生産対応ワークフロ

ーを開発することを目的としており、半導体業界の材料発見に新たなモデルを確立す
る可能性を秘めています。

公開日 2026年08月26日  ChemAnalyst  カナダ



詳細

主要成果

カナダと日本は、半導体製造技術の革新を目指し、量子コンピューティング研究に共同
で資金を提供することを発表しました。このパートナーシップは、特に次世代チップ製
造に不可欠なEUVリソグラフィー（極端紫外線リソグラフィー）の性能向上と、新しい
フォトレジスト材料の発見に焦点を当てています。Xanadu Quantum Technologiesと三
菱ケミカルの提携拡大がその中心となります。

技術・臨床詳細

EUVリソグラフィーの課題解決: EUVリソグラフィーは、微細な半導体回路の製造に
不可欠な技術ですが、その性能はフォトレジスト材料の光学的特性に大きく依存しま
す。量子コンピューティングは、これらの材料の量子特性をより正確にシミュレート
することで、リソグラフィーの「ボケ」（光学的な不鮮明さ）を低減し、解像度を向
上させる可能性を秘めています。

量子シミュレーションと材料科学の融合: Xanaduの量子シミュレーション技術と三菱
ケミカルの材料科学における専門知識が統合されます。量子アルゴリズムを用いて、
新しいフォトレジスト材料の設計と評価を加速し、従来の方法では発見が困難だった
高性能材料の特定を目指します。

生産対応ワークフローの開発: このパートナーシップは、量子シミュレーションの結
果を直接半導体製造プロセスに組み込める「生産対応ワークフロー」の確立を目指し
ています。これにより、研究室レベルの成果が実際の製造ラインに迅速に適用される
ことが期待されます。

背景・業界文脈

半導体業界は、ムーアの法則の限界に近づき、より微細な回路を製造するための革新的
な技術を求めています。EUVリソグラフィーは現在の最先端技術ですが、さらなる進化
には材料科学とシミュレーション技術の飛躍的な進歩が不可欠です。量子コンピューテ
ィングは、この分野に根本的な変化をもたらす可能性のあるツールとして、国際的な注
目を集めています。



今後の展望

カナダと日本のこの共同研究は、半導体製造のボトルネックを解消し、より高性能なコ
ンピューターチップの開発を加速させるでしょう。Xanaduと三菱ケミカルの提携は、
量子コンピューティングが材料科学分野に具体的な商業的価値をもたらすモデルケース
となり得ます。将来的には、このアプローチが他の産業分野における材料発見と設計に
も応用され、広範な技術革新を促進することが期待されます。

元記事: https://www.chemanalyst.com/NewsAndDeals/NewsHome/canada-japan-quantum-partnership-

targets-smarter-chip-materials-15494

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.chemanalyst.com/NewsAndDeals/NewsHome/canada-japan-quantum-partnership-targets-smarter-chip-materials-15494
https://www.chemanalyst.com/NewsAndDeals/NewsHome/canada-japan-quantum-partnership-targets-smarter-chip-materials-15494


#14 マイクロソフト、Majorana 2量子チップを発表：信
頼性1000倍向上、2029年までにスケーラブルな量子コン
ピューター実現目指す

概要

マイクロソフトは、2026年6月2日のBuildカンファレンスでMajorana 2量子チップを発

表し、その量子ビットが前世代より約1,000倍信頼性が高く、2029年までにスケーラブ
ルな量子コンピューターの実現を目指すと表明しました。このトポロジカル量子ビッ
トアプローチは、量子情報を材料全体に分散させることで、自然な干渉耐性を実現す

る鉛ベースの超伝導体を使用しています。Majorana 2は、創薬、材料科学、最適化、
暗号化における潜在的な応用が期待される野心的な技術です。

公開日 2026年08月24日  Onclick Innovations  アメリカ



詳細

主要成果

マイクロソフトは、2026年6月2日のBuildカンファレンスで、画期的なMajorana 2量子
チップを発表しました。このチップは、前世代の量子ビットと比較して約1,000倍の信
頼性を達成し、マイクロソフトが2029年までにスケーラブルな量子コンピューターを実
現するという目標に向けた重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

Majoranaフェルミオンとトポロジカル量子ビット: Majorana 2チップは、エキゾチッ
クな準粒子であるMajoranaフェルミオンを利用したトポロジカル量子ビットという
概念に基づいています。量子情報は、量子ビット全体に分散して保存されるため、外
部からのノイズや干渉に対して自然な耐性を持つとされます。これは、量子エラー訂
正の必要性を軽減し、量子コンピューターの安定性を向上させる潜在的なメリットが
あります。

鉛ベースの超伝導体: チップは鉛をベースとした超伝導体を使用しており、超伝導状
態を利用して量子ビットの安定性を確保します。この材料選択は、トポロジカル量子
ビットの実装に最適化されています。

信頼性の1000倍向上: 前世代チップと比較して量子ビットの信頼性が約1,000倍向上
したという主張は、量子コンピューターの実用化における最大の課題の一つであるエ
ラー率の大幅な削減を示唆しています。この進歩は、より多くの物理量子ビットで論
理量子ビットを構築する際のオーバーヘッドを減少させる可能性があります。

2029年までのスケーラブルな量子コンピューター目標: マイクロソフトは、
Majorana 2チップを基盤として、わずか3年後にスケーラブルでフォールトトレラン
トな量子コンピューターを実現するという野心的なロードマップを提示しています。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの分野では、量子ビットの安定性（コヒーレンス時間）とエラ
ー率の低減が主要なボトルネックとなっています。マイクロソフトは長年にわたり、
Majoranaフェルミオンに基づくトポロジカル量子コンピューティングアプローチを追求
してきました。このアプローチは、他の量子ビット技術（超伝導、トラップドイオンな
ど）とは異なり、ハードウェアレベルでエラー耐性を持つことを目指しており、長期的
なスケーラビリティの解決策として期待されています。



今後の展望

Majorana 2チップの発表は、マイクロソフトの量子コンピューティング戦略における大
きな進展を示しています。信頼性の向上は、創薬、材料科学、最適化問題、高度な暗号
化といった幅広い分野での量子コンピューティングの実用化を加速させるでしょう。
2029年という具体的な目標年を掲げることで、マイクロソフトは量子コンピューティン
グの商業化競争において、強力な挑戦者としての地位を確立しようとしています。

元記事: https://onclickinnovations.com/microsoft-majorana-2-quantum-chip-explained-simply/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://onclickinnovations.com/microsoft-majorana-2-quantum-chip-explained-simply/


#15 米NSF、イェール・UCサンディエゴ主導の新センタ
ー「PRACTIQAL」に3,750万ドル助成、自己修正型量子コ
ンピュータ開発へ

概要

米国科学財団（NSF）は、実用的な自己修正型量子コンピュータの設計を目指す新た

なセンター「NSF PRACTIQAL」に3,750万ドルの助成金を授与しました。イェール大学
とカリフォルニア大学サンディエゴ校が共同で主導するこのセンターは、量子ビット
のエラー修正における根本的な課題解決に焦点を当てます。産業規模で信頼性の高い

フォールトトレラントな量子コンピュータの実現に向けたロードマップを開発し、材
料科学や医薬品設計といった重要分野への応用を目指します。

公開日 2026年08月27日  UC San Diego News Center  アメリカ



詳細

主要成果

米国科学財団（NSF）は、フォールトトレラントな量子コンピュータの実現を加速する
ため、イェール大学とカリフォルニア大学サンディエゴ校（UCSD）が共同で主導する
新センター「NSF PRACTIQAL」（Practical Quantum Computer Architecture and Logic）
に対し、3,750万ドルの巨額な助成金を授与しました。このセンターは、量子ビットの
デコヒーレンスやノイズといった根本的な課題を克服し、大規模かつ信頼性の高い自己
修正型量子コンピュータの設計・構築を目指します。

技術・臨床詳細

PRACTIQALセンターは、量子情報科学（QIS）の研究者、コンピュータアーキテクト、
エンジニア、材料科学者が連携し、量子ハードウェアとソフトウェアのインターフェー
スを最適化します。具体的には、量子ビットエラー修正符号の開発、耐障害性アーキテ
クチャの設計、およびこれらのシステムを実証するための実験プラットフォームの構築
に重点を置きます。量子ビットのエラー率は現在の大きな障壁であり、このセンター
は、エラーを自動的に検出し修正する能力を持つ量子コンピュータの実現を目指しま
す。これにより、現在のNISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）デバイスの限界を
超え、より複雑な計算が可能になります。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、医薬品開発、材料科学、最適化問題など、古典コンピュー
タでは解決困難な問題に対する潜在的なソリューションとして期待されています。しか
し、量子ビットの脆弱性とエラーへの敏感さが、その実用化を阻む最大の課題でした。
NSFによる今回の3,750万ドルの助成は、米国の「国家量子イニシアチブ法」に基づき、
量子情報科学分野におけるリーダーシップを強化し、次世代技術開発を推進する国家戦
略の一環です。同様の投資はハーバード大学などの他の主要研究機関にも行われてお
り、フォールトトレラント量子コンピューティングの実現が国家的な優先課題であるこ
とが示されています。



今後の展望

NSF PRACTIQALセンターの活動は、量子コンピューティングの商用展開を加速する上で
極めて重要です。エラー耐性を持つ量子コンピュータが実現すれば、製薬会社は新薬開
発プロセスを劇的に加速させ、材料科学者はこれまで発見できなかった新材料を設計で
きるようになるでしょう。また、金融モデリングや物流最適化など、幅広い産業分野で
の革新が期待されます。センターの目標は、今後10年間のロードマップを通じて、産業
規模で実用可能な量子コンピュータを市場に投入するための基盤を確立することです。

元記事: https://today.ucsd.edu/story/nsf-funds-new-center-to-design-reliable-self-correcting-quantum-

computers

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://today.ucsd.edu/story/nsf-funds-new-center-to-design-reliable-self-correcting-quantum-computers
https://today.ucsd.edu/story/nsf-funds-new-center-to-design-reliable-self-correcting-quantum-computers


#16 スウェーデン政府、2036年までの国家量子戦略を承
認：2030年までに公共機関・重要インフラに耐量子暗号
を義務付け

概要

スウェーデン教育研究省は、2036年までの「スウェーデン国家量子戦略」を正式に発

表し、量子技術の商業展開とサイバーセキュリティ強化を目指します。この戦略は、
国内の優れた学術研究と産業応用間のギャップを埋めることを目的とし、研究、イノ
ベーション、人材育成、エコシステム調整、量子サイバーセキュリティ、国際提携の5

つの柱を掲げています。特に、公共機関や重要インフラ事業者に対し、2030年までの
ロードマップに沿って耐量子暗号（PQC）への移行を義務付ける方針を明確にしまし
た。

公開日 2026年08月27日  HPCwire  スウェーデン



詳細

主要成果

スウェーデン政府は、2036年までの長期的な「スウェーデン国家量子戦略（Sveriges

strategi för kvantteknikområdet）」を正式に承認し、量子技術分野における国の競争力
強化と国家安全保障の確保に向けた包括的な枠組みを確立しました。この戦略の最も注
目すべき点は、公共機関および重要インフラ事業者に対し、2030年までに耐量子暗号
（PQC）への移行を義務付ける具体的なロードマップが盛り込まれていることです。

技術・臨床詳細

本戦略は、スウェーデンの世界クラスの学術研究機関と、商業部門の産業展開との間の
ギャップを効果的に埋めることを目指しています。戦略の主要な柱は以下の5つです。

研究とイノベーション: 量子技術の基礎研究から応用研究までの投資を拡大し、ブレ
ークスルーを促進します。

人材育成: 量子分野の専門家を育成するため、教育プログラムやトレーニングを強化
します。

エコシステム調整: 学術界、産業界、政府機関間の連携を深め、量子エコシステムの
発展を促進します。

量子サイバーセキュリティ: 量子コンピュータによる既存暗号の脅威から国家のデジ
タルインフラを保護するため、PQC技術の研究開発と導入を加速させます。2030年
までのPQC移行義務付けは、この柱の中核をなします。

国際提携: 量子技術分野における国際的な協力関係を構築し、グローバルな競争力を
維持します。

特に耐量子暗号（PQC）への移行は、量子コンピュータが現在の公開鍵暗号システムを
破る脅威に対抗するための喫緊の課題とされており、スウェーデン政府は明確な期限を
設けることで、この課題への対応を国家レベルで加速させます。



背景・業界文脈

量子技術は、国家安全保障、経済成長、科学的発見の観点から、世界各国で戦略的な重
点分野として位置づけられています。米国、中国、EU諸国などもそれぞれ国家レベルの
量子戦略を推進しており、スウェーデンの今回の動きは、この国際的な競争と協力の文
脈に沿ったものです。既存の暗号システムが量子コンピュータによって脆弱になるリス
クが認識される中、PQCへの移行は、政府機関、金融機関、重要インフラを持つ企業に
とって世界的な優先事項となっています。スウェーデンは、公共部門への義務付けを通
じて、この分野での先進的な取り組みを示しています。今後の展望

スウェーデンの国家量子戦略は、同国が量子技術のフロンティアで主導的な役割を果た
すための強固な基盤を築くものです。2030年までのPQC移行義務化は、国内の技術プロ
バイダーにとって大きなビジネス機会を創出し、サイバーセキュリティの向上に貢献す
るでしょう。また、この戦略は、量子コンピューティングの商用化を促進し、長期的な
視点でスウェーデン経済の成長を支える可能性を秘めています。国際的な提携も強化さ
れることで、スウェーデンの量子技術はグローバルな影響力を拡大することが期待され
ます。

元記事: https://thequantuminsider.com/2026/08/27/sweden-launching-official-national-quantum-

strategy-to-drive-commercial-scaling-and-security-through-2036/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://thequantuminsider.com/2026/08/27/sweden-launching-official-national-quantum-strategy-to-drive-commercial-scaling-and-security-through-2036/
https://thequantuminsider.com/2026/08/27/sweden-launching-official-national-quantum-strategy-to-drive-commercial-scaling-and-security-through-2036/


#17 中国「原子矩阵」が数億元A+輪資金調達、大規模中
性原子量子コンピューターの商用化加速

概要

中国の量子コンピューティング企業「原子矩阵計算有限公司」が数億元規模のA+輪資
金調達を完了しました。この資金は、同社の中性原子量子計算技術を基盤としたハー
ドウェア開発、量子クラウドプラットフォーム構築、および人材育成に重点的に投資

されます。原子矩阵は、自社開発した大規模中性原子量子コンピューターを「2026世
界人工智能大会」で初公開しており、今回の資金調達は技術の商業化と産業応用を加
速させる重要なステップとなります。

公開日 2026年08月20日  新浪财经  中国



詳細

中国の先進的な量子コンピューティング企業である杭州原子矩阵計算有限公司（原子矩
阵）が、数億元に上るA+輪資金調達を成功裏に完了しました。この重要な資金調達
は、同社が推進する大規模中性原子量子コンピューティングプラットフォームの技術開
発と市場展開を加速させるものであり、量子コンピューターの商業化に向けた中国の取
り組みにおいて画期的な一歩となります。

主要成果と資金使途

原子矩阵は、調達した資金を以下の3つの主要分野に集中的に投入する計画です。

ハードウェア技術の反復開発: 自社開発の中性原子量子コンピューターの性能向上と
規模拡大を図ります。特に、2026世界人工智能大会で初公開された大規模中性原子
量子コンピューターのさらなる進化が期待されます。

量子クラウドプラットフォームの構築: ユーザーが容易に量子コンピューティングリ
ソースにアクセスできるクラウドサービスを整備し、幅広い産業での量子アルゴリズ
ム開発と応用を促進します。

人材育成とチーム強化: 量子コンピューティング分野における専門家チームを拡充
し、技術革新と商業化を支える体制を強化します。

技術・ビジネス詳細

原子矩阵は、高精度なレーザー技術を用いて中性原子を操作し、量子ビットとして利用
する中性原子量子計算方式に特化したフルスタックソリューションを提供しています。
この方式は、量子ビットの数を比較的容易にスケールアップできる可能性を秘めてお
り、大規模な量子コンピューター実現への有望なアプローチの一つとされています。今
回の資金調達により、同社はプロセッサの生産能力を拡大し、より多くの研究機関や企
業が量子コンピューティングを利用できる環境を整備することで、産業界における量子
優位性の実現に貢献することを目指します。



背景・業界文脈

世界の量子コンピューティング分野では、超電導、イオントラップ、中性原子など多様
なアプローチが競合しており、それぞれが固有の強みと課題を抱えています。中性原子
方式は、量子ビットのコヒーレンス時間と接続性において優位性を示し始めており、特
に誤り耐性量子コンピューターへの道筋として注目されています。中国政府は、量子技
術を国家戦略の柱の一つと位置づけ、大規模な研究開発投資を行ってきました。原子矩
阵への今回の資金調達は、この国家戦略と連携し、中国の量子技術エコシステム全体の
発展を促進するものです。

今後の展望

原子矩阵は、今回の資金調達を機に、量子コンピューターの性能向上と商業化を加速さ
せ、金融、製薬、新素材開発などの分野における複雑な問題解決への応用を目指しま
す。特にクラウドプラットフォームの拡充は、多様な産業ニーズに応える上で極めて重
要であり、量子コンピューティングの実用化に向けた具体的な進展が期待されます。同
社は、グローバルなパートナーシップも視野に入れ、世界の量子技術競争における存在
感を高めていく方針です。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQFf5wX6sSjUUdlb2KIzoVMWkWO3w3tzNRHH6F2wSzp8wPmP7XPM-

hZdQQmW_qAyszzyhyK05Wrpgz5NFMKrviwi5O8FIdkEFCB1bDn0SDpOW_SSsxItl9qmtndVF1kxoM8BTFraeJ06Vj

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQFf5wX6sSjUUdlb2KIzoVMWkWO3w3tzNRHH6F2wSzp8wPmP7XPM-hZdQQmW_qAyszzyhyK05Wrpgz5NFMKrviwi5O8FIdkEFCB1bDn0SDpOW_SSsxItl9qmtndVF1kxoM8BTFraeJ06VjhmMV3DPCOcSJiQIVVUiojbOCmueAxjw==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQFf5wX6sSjUUdlb2KIzoVMWkWO3w3tzNRHH6F2wSzp8wPmP7XPM-hZdQQmW_qAyszzyhyK05Wrpgz5NFMKrviwi5O8FIdkEFCB1bDn0SDpOW_SSsxItl9qmtndVF1kxoM8BTFraeJ06VjhmMV3DPCOcSJiQIVVUiojbOCmueAxjw==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQFf5wX6sSjUUdlb2KIzoVMWkWO3w3tzNRHH6F2wSzp8wPmP7XPM-hZdQQmW_qAyszzyhyK05Wrpgz5NFMKrviwi5O8FIdkEFCB1bDn0SDpOW_SSsxItl9qmtndVF1kxoM8BTFraeJ06VjhmMV3DPCOcSJiQIVVUiojbOCmueAxjw==


#18 フランスPasqal、単一チップからの光で原子を捕捉す
る量子コンピューティング技術を世界初実証

概要

フランスの量子コンピューティング企業Pasqalが、単一のチップから放射される光を
用いて原子を捕捉する新しい量子コンピューティング技術を世界で初めて実証しまし
た。この画期的な進歩は、同社の中性原子量子コンピューターの拡張性と商用化を大

きく加速させると期待されています。この技術は、量子ビットの集積度と制御精度を
向上させる上で極めて重要であり、実用的な量子コンピューター実現に向けたPasqal

のリードを強化します。

公開日 2026年08月20日  Media24.fr  フランス



詳細

フランスの量子コンピューティングスタートアップPasqalは、単一の集積チップから発
せられる光を利用して原子を捕捉し、量子ビットとして操作する技術を世界で初めて実
証したと発表しました。この革新的なアプローチは、中性原子量子コンピューターのア
ーキテクチャにおける大きなブレークスルーであり、将来的な大規模量子プロセッサの
実現可能性を飛躍的に高めます。

主要成果と技術詳細

Pasqalが実証した新技術は、従来の光学セットアップと比較して、量子ビットとなる中
性原子のトラッピングと制御を劇的に簡素化し、小型化するものです。チップスケール
での光トラッピングは、より高密度な原子アレイの形成を可能にし、数千から数万の量
子ビットを持つシステムの構築に不可欠な要素となります。これにより、個々の原子を
独立して、かつ高い忠実度で制御できる能力が向上し、量子計算におけるエラー率の低
減に寄与します。この技術は、特にフォールトトレラント量子コンピューティングの実
現に向けた重要なマイルストーンとなるでしょう。

背景・業界文脈

中性原子量子コンピューティングは、超電導やイオントラップといった他の主要な量子
ビット方式と比較して、長いコヒーレンス時間と高い接続性を両立できる可能性から注
目を集めています。Pasqalは、この分野のパイオニアとして、既に数百量子ビット級の
システム開発を進めています。今回のチップベースの光トラッピング技術は、従来のバ
ルク光学系が抱えていたスケーラビリティと安定性の課題を克服し、量子ハードウェア
の小型化と量産化への道を開きます。フランスは、Pasqalの他にもAlice & Bob、
Quandela、Quobly、C12といった複数の有力な量子技術企業を擁しており、欧州におけ
る量子エコシステムの中心的存在として台頭しています。



今後の展望

この世界初の技術実証は、Pasqalが中性原子量子コンピューターの商用化を加速させる
上で強力な推進力となります。チップスケールでの高密度量子ビットアレイの実現は、
より複雑な最適化問題やシミュレーション問題への応用を可能にし、製薬、素材科学、
金融などの多様な産業分野での実用化を早めることが期待されます。Pasqalは、今後こ
の技術を次世代プロセッサに統合し、グローバル市場でのリーダーシップを確立するこ
とを目指します。また、この技術は量子ネットワークの発展にも寄与し、量子インター
ネットの基盤技術となる可能性も秘めています。

元記事: https://media24.fr/2026/08/20/premiere-mondiale-francaise-qui-va-ouvrir-une-porte-vers-

linformatique-quantique-de-demain-grace-a-ces-atomes-pieges-par-la-lumiere-dune-simple-puce/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://media24.fr/2026/08/20/premiere-mondiale-francaise-qui-va-ouvrir-une-porte-vers-linformatique-quantique-de-demain-grace-a-ces-atomes-pieges-par-la-lumiere-dune-simple-puce/
https://media24.fr/2026/08/20/premiere-mondiale-francaise-qui-va-ouvrir-une-porte-vers-linformatique-quantique-de-demain-grace-a-ces-atomes-pieges-par-la-lumiere-dune-simple-puce/


#19 2026年秋の韓国量子技術カンファレンス、脱量子暗
号移行ロードマップと標準化に焦点

概要

2026年秋に韓国で開催される3つの主要な量子技術カンファレンスが、量子技術の本
格的な商用化に向けた重要なメッセージを発信しています。特に9月14日の「2026

Post-Quantum Cryptography Forum」では、単なるアルゴリズムの比較に留まらず、

脱量子暗号への移行ロードマップ、国際標準適用優先順位、および政府と産業界の協
力モデルが主要な議論の焦点となります。これは、技術的成熟だけでなく、政策的・
運用的な準備が量子技術の社会実装に不可欠であることを強く示唆しています。

公開日 2026年08月22日  코스미안뉴스  韓国



詳細

2026年秋に韓国で相次いで開催される3つの主要な量子技術カンファレンスは、量子技
術の商用化と社会実装に向けた国際的な動向を強く反映しています。これらのイベント
は、技術的なブレークスルーだけでなく、それを実社会に導入するための戦略、政策、
標準化の重要性を強調するメッセージを発信しています。

主要な議論と「2026 Post-Quantum Cryptography Forum」

一連のカンファレンスの中でも、特に注目されるのが9月14日に開催される「2026

Post-Quantum Cryptography Forum（PQCフォーラム）」です。このフォーラムでは、
量子コンピューターの脅威に対抗するための次世代暗号技術である脱量子暗号（PQC）
に焦点を当てます。議論の範囲は、個々のPQCアルゴリズムの技術的評価や比較に留ま
らず、より広範な実用化への課題と解決策に及びます。具体的には、以下の点が主要議
題として挙げられています。

移行ロードマップの策定: 現行の暗号システムからPQCへの安全かつ効率的な移行計
画。

標準適用優先順位: どのセクターやシステムからPQC標準を適用していくべきかにつ
いての優先順位付け。

政府と産業界の協力モデル: PQC導入における国家レベルでの戦略的連携と、民間企
業との協働体制。

背景・業界文脈

量子コンピューターの進化は、現在の公開鍵暗号システムを破る可能性を秘めており、
国家安全保障、金融、個人情報保護など、あらゆる分野で深刻なセキュリティリスクを
もたらすと懸念されています。この「量子脅威」への対策として、PQCの研究開発と標
準化が国際的に加速しています。米国国立標準技術研究所（NIST）などが主導するPQC

標準化プロセスは最終段階にあり、各国政府や企業は、これらの新しい標準への移行計
画を喫緊の課題として捉えています。技術的な準備だけでなく、法制度、政策支援、人
材育成、そして国際的な協力体制の構築が不可欠であるという認識が広まっています。



今後の展望

今回のカンファレンス群、特にPQCフォーラムでの議論は、韓国および世界の量子技術
の商用化戦略に大きな影響を与えるでしょう。単なる技術開発競争から、いかに社会イ
ンフラとして量子技術を安全かつ実用的に導入していくかというフェーズへの移行を示
しています。これにより、関連企業は具体的なPQC製品やサービス開発の方向性を明確
にし、政府は必要な政策支援や規制環境の整備を加速させることが期待されます。国際
的な連携を通じて、グローバルなPQCエコシステムの形成がさらに促進される見込みで
す。

元記事: https://www.cosmiannews.com/news/497920

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.cosmiannews.com/news/497920


#20 韓国科学技術情報通信部、産業課題の量子コンピュー
ター再定義イベント「Quantum Reframing Challenge
2026」で化学触媒最適化に成功

概要

韓国科学技術情報通信部は、「Quantum Reframing Challenge 2026」を開催し、産業

および公共分野の難題を量子コンピューターで解決する可能性を実証しました。参加
チームはIonQ、Pasqal、Quandelaの量子プロセッサーを使用し、特に化学産業の触媒
効率向上といった具体的な課題で実装と検証に成功しました。このイベントは、産業

界が直面する古典コンピューターでは困難な問題を量子向けに再定義し、実用的な応
用を加速させることを目指しており、上位5チームには合計2000万ウォンの賞金とグ
ローバル量子企業との協力機会が授与されました。

公開日 2026年08月26日  科学技術情報通信部, 電子신문  韓国



詳細

韓国科学技術情報通信部（MSIT）は、「Quantum Reframing Challenge 2026」を成功
裏に開催し、産業および公共分野における複雑な課題を量子コンピューターで解決でき
る可能性を実証しました。本チャレンジでは、参加チームが実社会の難題を量子コンピ
ューターの枠組みに合わせて再定義し、IonQ、Pasqal、Quandelaといった主要なグロー
バル量子企業のプロセッサーを実際に用いて課題の実装と検証を行いました。

主要成果と産業応用

このチャレンジの最も注目すべき成果の一つは、化学産業における触媒効率の向上とい
う具体的な産業課題で量子コンピューティングの有効性が検証された点です。参加チー
ムは、計算科学型と組み合わせ最適化型の両方の課題に取り組み、既存の古典コンピュ
ーターでは計算が困難であった問題を、量子アルゴリズムを用いて効率的に処理できる
可能性を示しました。上位5チームには合計2000万ウォン（約200万円）の賞金が授与
され、さらにグローバル量子企業との協力機会も提供されることで、研究成果のさらな
る実用化が促進されます。

技術・臨床詳細

「Quantum Reframing Challenge 2026」は、従来の古典コンピューティングでは計算リ
ソースの限界から非現実的とされてきた問題を、量子コンピューティングの特性（重ね
合わせ、エンタングルメントなど）を活かして解決するアプローチを探るものです。参
加者は、以下の異なる量子コンピューティング環境を実際に利用しました。

IonQ: イオントラップ方式の量子コンピューター

Pasqal: 中性原子方式の量子コンピューター

Quandela: 光子方式の量子コンピューター

これらの多様なハードウェア環境での実装と検証を通じて、各量子コンピューティング
方式の特性が、具体的な産業課題に対してどのように最適に機能するかについての実践
的な知見が得られました。特に、化学シミュレーションにおける分子構造の最適化や、
物流・サプライチェーンにおける組み合わせ最適化問題などが対象となり、量子コンピ
ューターが提供する計算能力の潜在的なビジネス価値が示されました。



背景・業界文脈

世界中で量子コンピューティング技術の開発が加速する中、韓国政府もこの分野を国家
戦略の柱と位置づけ、積極的に支援しています。今回のチャレンジは、単なる基礎研究
に留まらず、量子技術を具体的な産業応用へと結びつけるための重要な架け橋となりま
す。既存産業が抱える「難問」を量子コンピューターの観点から「再定義」するプロセ
スは、量子技術の真の価値を特定し、その導入を加速させる上で不可欠です。この種の
産学官連携イベントは、量子技術エコシステム全体の成熟を促し、将来の量子コンピュ
ーティング市場を形成する上で重要な役割を果たします。

今後の展望

「Quantum Reframing Challenge 2026」で得られた成果と知見は、韓国の量子技術の産
業化を大きく加速させるでしょう。具体的な産業課題での成功事例は、より多くの企業
が量子技術への投資を検討する契機となり、新たな量子アプリケーションの開発を刺激
します。今後、韓国科学技術情報通信部は、このようなチャレンジを継続的に開催し、
量子技術の応用領域を広げるとともに、グローバルな量子コンピューティング市場にお
ける韓国の競争力を強化していく方針です。

元記事: https://www.korea.kr/briefing/pressReleaseView.do?newsId=156775513

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.korea.kr/briefing/pressReleaseView.do?newsId=156775513


#21 フランスの量子コンピューティング企業Pasqalが
Nasdaq上場、3.6億ドル調達し株価60%急騰

概要

フランスの量子コンピューティング企業Pasqalが、特別買収目的会社（SPAC）である
Bleichroeder Acquisition Corp IIとの合併を通じてNasdaqに上場し、約3億6000万ドル
の新たな資金調達を発表しました。上場初日には株価が約60%急騰し、市場からの高

い期待が示されました。この資金は、同社の中性原子量子コンピューティング技術を
基盤とした生産拡大、プロセッサ展開、およびフォールトトレラント量子コンピュー
ティングの研究開発に充当され、グローバル展開と商業的採用を加速します。

公開日 2026年08月28日  Boursorama  フランス



詳細

フランスを拠点とする先進的な量子コンピューティング企業Pasqalが、ニューヨーク証
券取引所（Nasdaq）への上場を果たし、市場から絶大な注目を集めました。同社は、
特別買収目的会社（SPAC）であるBleichroeder Acquisition Corp IIとの合併スキームを通
じて上場を完了し、新たに約3億6000万ドルの資金を調達しました。上場初日には、
Pasqalの株価が約60%もの急騰を記録し、投資家の量子コンピューティング技術と
Pasqalの将来性に対する強い期待を鮮明に示しました。

主要成果と資金使途

今回の3億6000万ドルという大規模な資金調達は、Pasqalの事業展開において極めて重
要な意味を持ちます。この資金は、以下の戦略的な領域に投資される予定です。

生産能力の拡大: 中性原子量子プロセッサの製造規模を拡大し、市場投入を加速させ
ます。

プロセッサの展開: より多くの顧客やパートナーがPasqalの量子コンピューティング
リソースを利用できるよう、インフラストラクチャの展開を強化します。

フォールトトレラント量子コンピューティングの研究開発: 量子エラー訂正技術を含
む、より堅牢で実用的な量子コンピューター実現に向けた基礎研究と開発を推進しま
す。

グローバル展開と商業的採用の加速: 既にMicrosoftとの提携がある中で、新たな市場
への参入と顧客基盤の拡大を図ります。

技術・ビジネス詳細

Pasqalは、レーザー冷却された中性原子を量子ビットとして用いる独自技術を開発して
おり、これにより高い接続性とスケーラビリティを持つ量子プロセッサを実現していま
す。このアプローチは、超電導やイオントラップといった他の主流技術と比較して、量
子ビット数の増加が比較的容易であるという利点があります。今回の資金調達と上場
は、Pasqalが基礎研究段階から産業規模での展開へと移行するための重要な節目となり
ます。同社は既に、エネルギー、防衛、金融など様々な分野で量子コンピューティング
の応用可能性を模索しており、今回の資金によってこれらの取り組みを加速させ、早期
の商業的成功を目指します。



背景・業界文脈

世界の量子コンピューティング市場は急速に拡大しており、特に政府系機関や大手企業
からの投資が活発化しています。米国Nasdaqへの上場は、Pasqalにグローバルな投資家
からのアクセスと、世界の量子技術競争におけるブランド認知度の大幅な向上をもたら
します。欧州では、フランス政府が量子技術を国家戦略の柱の一つとして強力に推進し
ており、Pasqalはその代表的な成功事例として位置づけられています。今回のIPOは、
欧州のディープテックスタートアップがグローバル市場で資金を調達し、競争力を強化
する上で重要なモデルケースとなるでしょう。

今後の展望

Pasqalは、3.6億ドルという巨額の資金を活用し、次世代量子コンピューターの開発を加
速させるとともに、産業界への量子ソリューションの提供を強化していきます。フォー
ルトトレラント量子コンピューティングへの注力は、長期的な視点での実用的な量子コ
ンピューター実現を見据えたものであり、将来の量子コンピューティング市場における
同社の優位性を確立する上で不可欠です。今回の成功は、他の量子スタートアップ企業
にも刺激を与え、量子技術分野全体の投資と革新をさらに活性化させるものと期待され
ます。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHsF-

OZEeSr9CiZ0xV8kqLvGcRBEyVaguH65MRvdiBtesjWwgn9iVrrCarLUksH3lC8Vl22Ikuf2w3ZILjA3aF76deM5tJqtvXs

wF7JjC1q_OjdLHbhHX7KWUIWPiSNdZCwOvW_84KFrh_YU_FjXj6xxvxab9txviFLpHbnA0S5PTHffFKITsZTp85S0VM

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHsF-OZEeSr9CiZ0xV8kqLvGcRBEyVaguH65MRvdiBtesjWwgn9iVrrCarLUksH3lC8Vl22Ikuf2w3ZILjA3aF76deM5tJqtvXsGvD0NZQMZQ6c7H3GSeM3YXVIoO98VRrrfmvHihYiUCmbFfdc2pjrmB1jaLopJtYysQcZyUkL7XzzAXK-wF7JjC1q_OjdLHbhHX7KWUIWPiSNdZCwOvW_84KFrh_YU_FjXj6xxvxab9txviFLpHbnA0S5PTHffFKITsZTp85S0VMcYhcZhKjiRvzdJiLVruq0j33jZplQIbkul_3S
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHsF-OZEeSr9CiZ0xV8kqLvGcRBEyVaguH65MRvdiBtesjWwgn9iVrrCarLUksH3lC8Vl22Ikuf2w3ZILjA3aF76deM5tJqtvXsGvD0NZQMZQ6c7H3GSeM3YXVIoO98VRrrfmvHihYiUCmbFfdc2pjrmB1jaLopJtYysQcZyUkL7XzzAXK-wF7JjC1q_OjdLHbhHX7KWUIWPiSNdZCwOvW_84KFrh_YU_FjXj6xxvxab9txviFLpHbnA0S5PTHffFKITsZTp85S0VMcYhcZhKjiRvzdJiLVruq0j33jZplQIbkul_3S
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHsF-OZEeSr9CiZ0xV8kqLvGcRBEyVaguH65MRvdiBtesjWwgn9iVrrCarLUksH3lC8Vl22Ikuf2w3ZILjA3aF76deM5tJqtvXsGvD0NZQMZQ6c7H3GSeM3YXVIoO98VRrrfmvHihYiUCmbFfdc2pjrmB1jaLopJtYysQcZyUkL7XzzAXK-wF7JjC1q_OjdLHbhHX7KWUIWPiSNdZCwOvW_84KFrh_YU_FjXj6xxvxab9txviFLpHbnA0S5PTHffFKITsZTp85S0VMcYhcZhKjiRvzdJiLVruq0j33jZplQIbkul_3S


#22 サムスンアクティブ資産運用が「KoActグローバル量
子コンピューティングアクティブ」ファンドを設定、グロ
ーバル量子リーダー企業に投資

概要

サムスンアクティブ資産運用は、量子コンピューティング分野のグローバルリーダー

企業に投資する新たなアクティブ運用ファンド「KoActグローバル量子コンピューティ
ングアクティブ」を設定しました。このファンドは、超電導技術を含む多様な量子コ
ンピューティング技術を持つ企業群に焦点を当て、D-Wave Quantum Inc.やRigetti

Computing Inc.といった主要プレーヤーを構成銘柄に含みます。新規上場企業にも迅
速に対応する機動性も持ち合わせており、急速に成長する量子コンピューティング市
場への投資機会を提供します。

公開日 2026年08月28日  삼성액티브자산운용 (サムスンアクティブ資産運用)  韓国



詳細

サムスンアクティブ資産運用は、将来の技術革新を牽引する量子コンピューティング分
野に特化した新たなアクティブ運用ファンド「KoActグローバル量子コンピューティン
グアクティブ」の設定を発表しました。このファンドは、世界の量子コンピューティン
グ市場における革新的なリーダー企業へ戦略的に投資を行うことを目的としており、投
資家に対して成長著しいこの分野へのアクセスを提供します。

ファンドの投資戦略と対象

「KoActグローバル量子コンピューティングアクティブ」は、広範な量子コンピューテ
ィング技術とアプリケーションをカバーする企業群を投資対象とします。特に以下の特
徴を持つ企業に注目します。

グローバルリーダー企業への投資: 量子コンピューターのハードウェア、ソフトウェ
ア、サービス、および関連技術において、グローバル市場で主導的な役割を果たす企
業に焦点を当てます。

多様な技術への対応: 超電導量子ビット、アニーリング方式、イオントラップ、中性
原子、光子など、様々な量子コンピューティングアーキテクチャを手掛ける企業を網
羅的に評価します。

主要な構成銘柄: 現時点での主要な構成銘柄としては、量子アニーリングで知られる
D-Wave Quantum Inc.や、超電導量子チップ開発をリードするRigetti Computing Inc.

などが挙げられています。

新規上場企業への迅速な対応: アクティブ運用であるため、量子技術分野における新
規株式公開（IPO）やその他上場機会にも迅速に対応し、成長初期段階の企業への投
資機会を捉えます。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、製薬、素材科学、金融、物流、AIなど多岐にわたる分野で
既存の計算能力を凌駕する可能性を秘めた次世代技術として、世界中で注目されていま
す。各国政府や大手テック企業は、この分野に巨額の投資を行い、技術開発と商業化を
加速させています。しかし、一般の投資家が個別の量子コンピューティング企業を評価
し、適切な投資機会を見つけることは容易ではありません。本ファンドは、専門的な知
見を持つ資産運用会社が厳選したポートフォリオを通じて、この成長市場へのアクセス
を簡素化する役割を果たします。



今後の展望

「KoActグローバル量子コンピューティングアクティブ」は、2026年8月28日を取引締
め切り日として設定されており、市場の変動に対応しながら持続的な成長を目指しま
す。量子コンピューティング技術の進化はまだ初期段階にありますが、実用化に向けた
研究開発は着実に進展しており、今後数年で大きなブレークスルーが期待されていま
す。このファンドは、そのような長期的な成長ポテンシャルを持つ企業に投資すること
で、投資家が未来の技術革新の恩恵を享受できるよう支援するでしょう。サムスンアク
ティブ資産運用は、このファンドを通じて、量子コンピューティングエコシステムの発
展に貢献し、韓国の技術投資をリードしていく方針です。

元記事: https://www.samsungactive.co.kr/etf/view.do?id=2ETFQ5
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#23 理化学研究所Q-Portal、「JASIS2026」で量子コンピ
ューターが拓く次世代産業の可能性を展示

概要

理化学研究所のQ-Portalは、最先端科学・分析システム＆ソリューション展
「JASIS2026」への出展を発表しました。理化学研究所量子コンピュータ研究センター
（RQC）は、この機会を通じて、量子コンピューターが創出する次世代産業の可能性

を広く紹介します。過去には東芝デジタルソリューションズとClassiqの提携や、大規
模集積量子コンピューター制御回路に関する研究発表も行われており、日本の量子技
術開発におけるRQCの中心的役割を強調します。

公開日 2026年08月28日  理化学研究所 (RIKEN)  日本



詳細

理化学研究所（RIKEN）の「Q-Portal」が、アジア最大級の科学機器・分析機器の総合
展示会である「JASIS2026」への出展を正式に発表しました。理化学研究所量子コンピ
ュータ研究センター（RQC）は、この国際的なプラットフォームを活用し、量子コンピ
ューティング技術がもたらす次世代産業の革新的な可能性を、来場者や産業界に広くア
ピールします。

展示内容とRQCの取り組み

RQCの展示では、最新の量子コンピューティング研究成果と、それがどのようにして新
たな産業分野を創出し、既存産業を変革していくかというビジョンが示されます。具体
的な展示内容としては、量子コンピューターの基本的な動作原理から、製薬、新素材開
発、金融最適化、AI（人工知能）といった応用分野における研究成果まで、多岐にわた
るテーマが想定されます。RQCは、量子コンピューターのハードウェア開発、ソフトウ
ェアアルゴリズム研究、そして量子技術の社会実装に向けた産業界との連携を強力に推
進しています。

背景・業界文脈

理化学研究所量子コンピュータ研究センター（RQC）は、日本の量子技術戦略の中核を
担う研究機関として、その設立以来、国内外の研究機関や産業界との連携を強化してき
ました。過去には、東芝デジタルソリューションズと量子ソフトウェア開発企業Classiq

との提携を通じて、大規模な量子アルゴリズムの自動生成に関する共同研究が進められ
た事例があります。また、RQCの研究者たちは、多量子ビットシステムの安定的な動作
を支える大規模集積量子コンピューター制御回路の開発に関する重要な研究成果も発表
しており、量子ハードウェアの信頼性とスケーラビリティ向上に貢献しています。
JASIS2026のようなイベントへの参加は、これらの最先端の研究成果を社会に還元し、
新たなビジネスチャンスを創出するための重要な機会となります。



今後の展望

JASIS2026での展示を通じて、RQCは日本の量子技術エコシステムへの貢献をさらに深
化させるとともに、国際的な協力関係の構築を目指します。量子コンピューティングは
まだ発展途上の技術でありながら、その潜在的な影響は計り知れません。RQCは、基礎
研究から応用研究、そして産業界への技術移転までを一貫して推進することで、量子コ
ンピューターの実用化を加速させ、日本の産業競争力強化に貢献していくでしょう。今
回の展示は、一般社会や産業界が量子コンピューティングの可能性をより深く理解し、
その導入を検討するきっかけとなることが期待されます。

元記事: https://q-portal.riken.jp/
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